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Moodle Versionについて
Version Release status Initial release General support 

ends 
Security support 
ends 

3.9 (LTS) Current security 15 June 2020 10 May 2021 8 May 2023 
3.10 Current stable 9 November 2020 8 November 2021 9 May 2022 
3.11 Current stable 17 May 2021 9 May 2022 14 November 2022 
4.0 Future stable 13 December 2021 14 November 2022 8 May 2023 

出典： https://docs.moodle.org/dev/Releases 2



Moodle Versionについて

MSA-21-0031: Messaging email notifications containing HTML may hide the final line of the email 

MSA-21-0030: Insufficient escaping of users' names in account confirmation email 

MSA-21-0029: Stored XSS when exporting to data formats supporting HTML via user ID number 
MSA-21-0028: IDOR allows removal of other users' calendar URL subscriptions 
MSA-21-0027: Stored XSS in quiz override screens via user ID number 
MSA-21-0026: Stored XSS in the web service token list via user ID number 
MSA-21-0025: Messaging web service allows deletion of other users' messages 
MSA-21-0024: Blind SSRF possible against cURL blocked hosts via redirect 
MSA-21-0023: Recursion denial of service possible due to recursive cURL in file repository 

MSA-21-0022: Remote code execution risk when Shibboleth authentication is enabled 
MSA-21-0021: SQL injection risk in code fetching recent courses 
MSA-21-0020: SQL injection risk in code fetching enrolled courses 

• Security announcements
https://moodle.org/mod/forum/view.php?id=7128
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全体の流れ
• 小テストの概要とコース事例
• 小テスト：作成の流れ

• 問題の作り方（多肢選択）
• 穴埋め問題

• 小テストの作り方
• 公開後の小テストの操作
• その他

• 関連機能：活動完了と利用制限
• 問題の作り方（ドラック＆ドロップ）

• 質疑応答
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関連資料
• 関連資料

• 熊本大学提供(Moodle3.10)
• https://www.ield.kumamoto-u.ac.jp/?page_id=77

• 千葉大学提供
• https://moodle2.chiba-

u.jp/moodle19/pluginfile.php/54024/mod_resource/content/13/moodlemanu
al201901121.pdf

• Waseda Moodle 利用マニュアルについて
• https://wnpspt.waseda.jp/teacher/wsdmoodle/
• 英語版 https://wnpspt.waseda.jp/teacher_en/wsdmoodle/
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Moodleのコース例

出典：https://www.ield.kumamoto-u.ac.jp/wordpress/wp-content/uploads/2014/05/02_sousa_3.10.pdf
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編集モード

出典：https://www.ield.kumamoto-u.ac.jp/wordpress/wp-content/uploads/2014/05/02_sousa_3.10.pdf
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情報リテラシー(2021)
非同期による講義コース例
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情報リテラシー(2021)
対面＆同期による講義コース例
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小テストの動作イメージ
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小テストの動作イメージ
時間制限など
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小テスト（活動）機能
• 小テスト活動において教師は多肢選択問題、組み合わ
せ問題、記述問題および数値問題を含む様々なタイプ
の問題を含む小テストを作成することができます。

• 教師は問題をシャッフルまたは問題バンクからランダ
ムに選択して複数回の小テスト受験を許可することが
できます。また、時間制限を設定することもできます。

• それぞれの受験は記述問題を除いて自動的に評定され
評点は評定表に記録されます。

• 教師は学生に対するヒント、フィードバックおよび正
解の表示に関していつ表示するのかおよび表示するの
かどうか選択することができます。

• 小テストは以下のように使用
することができます:

• コーステストとして
• 読書課題またはトピックの最後
のミニテストとして

• 過去問題を使用した試験練習と
して

• パフォーマンスに関する即時
フィードバックを提供するため

• 自己評価のため
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問題のタイプ

出典：https://www.ield.kumamoto-u.ac.jp/wordpress/wp-content/uploads/2014/05/04-3_test_3.6.pdf
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小テスト：作成の流れ



方法１
1. 問題バンクに問題を作成する
2. 小テストを作成する
3. 問題バンクの問題を小テストに配置する
方法２
1. 小テストを作成する
2. 問題を作成し、小テストに追加する

作成の流れ

問題バンク
小テスト1

Moodleコース

小テスト2
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問題の作り方



方法１：Moodleは問題バンクに問題を作成・保管し、そこ
から出題する問題を選んで小テストを作成・公開する

• 問題バンクに移動する手順
1. ログイン後にコースに入る
2. コース名右側の歯車のアイコ

ンをクリックする
3. さらに…をクリックする
4. 「問題バンク」か「問題」を

クリックする
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問題バンクでの操作
• 問題バンクには作成した問題の一覧が表示さ
れます

• 問題項目の先頭アイコンは問題の種類を示す

編集：作成した問題の再編集
複製：コピーして編集する
タグを管理：問題にタグを追加・
削除する
プレビュー：問題のプレビューを
表示する
削除：問題を削除する
出力：エクスポート
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新たに問題を作成する
• 問題バンクの画面で「新しい問題を作成す
る」をクリック

• 追加したい問題のタイプにチェックを
入れて「追加」をクリックする

• 問題のタイプに応じた設定内容、問題文を
作成する
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問題のタイプ
• 多肢選択問題

• 複数の選択肢から正解を1つ、或いは複数
選ぶ問題

• 〇×問題
• 〇か×を選ぶ問題

• 組み合わせ問題
• 文字列の正しい組み合わせを回答する問題

• 記述問題
• 問題に対して適切な言葉またはフレーズを
解答

• 数値問題
• 数値を使用した問題（記述問題と類似）

• 作文問題
• 文章を記述する問題（自動採点無し）

一部出典：https://www.ield.kumamoto-u.ac.jp/wordpress/wp-content/uploads/2014/05/04-3_test_3.6.pdf 21



• 全般に対するフィードバック
• 正解・不正解を問わずテスト終了後に表示する
フィードバック

• 単一または複数回答？
• 選択肢のタイプを変更

• 選択肢のシャッフル
• 選択肢の順序が問題の実施毎にランダムに変更され
る

• 選択肢の番号付け

多肢選択問題の作成例
1. 問題のタイプから多肢選択問題を

選択、「追加」をクリック
2. 問題名、問題テキストなどを入力

• 問題名
問題バンクのリストに表示される名前

• 問題テキスト
テストの時に表示される問題文

• デフォルト評点
問題の点数
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• 選択肢の入力
• 正解の評点を選択
• 使用しない選択肢は空欄にしておく
• 選択肢を増やしたい場合は、下にある「さらに3
個の選択肢入力欄を追加する」をクリック

多肢選択問題の作成例
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多肢選択問題の作成例
※選択肢の評点の設定

• 択一問題の場合
• どれか一つの選択肢を必ず100％にする（100％の
選択肢が複数あっても問題なし）

• 全選択肢の合計が100％を超えていても問題なし
（いくつかの選択肢が正解でなくとも部分点を与
えると解釈）

• 複数選択問題の場合
• 正解である選択肢の合計が100％になるように設定
する

• 間違いをマイナス評点に設定しないと、間違いも
含めてすべて選択した場合に100％になるので注意
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問題の作り方
穴埋め問題



穴埋め問題

• 文章中の空欄を形式の問題
• 文字を入力する必要があるた
め、選択問題よりも難易度が
高くなる

• プルダウンメニュー形式の問
題も作成可能
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穴埋め問題の作成
1. 「穴埋め問題」にチェックを
入れて「追加」をクリック

2. 問題名、問題テキストを入力
3. 「問題テキストをデコードお
よび確認する」をクリックし
て、問題文を確認する

4. 「変更を保存する」をクリッ
クして終了
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穴埋め問題の作成
• 穴埋め問題は問題テキスト
文中に、特定のコマンドを
埋め込むことで作成する

• {1:SHORTANSWER_C:%1
00%0}

• 1 ＝＞配点（比重）
• :SHORTANSWER_C: ＝＞
大文字小文字は一致の必要
ありの記述

• %100%0 ＝＞ 0と記述す
れば正答(100)

28



穴埋め問題の作成
• 穴埋め問題は問題テキスト
文中に、特定のコマンドを
埋め込むことで作成する

• {1:MULTICHOICE:=上
がって~下がって}

• 1 ＝＞配点（比重）
• :MULTICHOICE: ＝＞プル
ダウンの選択

• =上がって～下がって ＝
＞「上がって」を選択すれ
ば正答
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穴埋め問題の入力フォーマット
• 穴埋め問題は問題テキスト文中に、特定のコマンドを埋め込むこ
とで作成する（コマンドの部分は大文字）

• 空欄のコマンド：{配点:SHORTANSWER:=正解文}
• 例：{1:SHORTANSWER:=200}
正解が200、配点1の空欄

• メニューのコマンド：{配点:MULTICHOICE:=正解~不正解~不正
解~不正解} （~不正解は、複数追加可能）

• 例：{1:MULTICHOICE:IPアドレス~住所~=メールアドレス}
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コマンド中の特殊記号
• %x%：その回答を入力・選択した場合、点数をx%とする
• ~：複数の回答を表記する時の区切り文字（MULTICHOICEの場合は必須）
• #：その文字列を入力・選択した場合のフィードバックコメント
• =：正解の文字列
• 例文

• {4:SHORTANSWER:=正答~%50%半分正答}
（「正答」が正解（4点）の空欄、「半分正答」と回答した場合、点数半分）
• {1:SHORTANSWER:%100%正答~%100%別の正答}
（「正答」が正解の空欄、「別の正答」と入力しても正解）
• {2:MULTICHOICE:=正答~%50%半分正答#惜しい~不正解#間違い}
（「正答」が正解（2点）のメニュー、「半分正答」を選択した場合、点数半分で「惜
しい」とコメントが表示される。「不正解」を選択した場合、0点で「間違い」とコメ
ントが表示される）
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穴埋め問題の入力フォーマットの確認

• 「問題テキストをデコードおよび確
認する」をクリックすると、作成中
の問題が正しく動作するか確認でき
る

• 文章中に含まれる問題ごとに問題の
項目が表示される。項目をクリック
すると、その詳細情報が表示される

• 入力フォーマットにミスが無ければ、
変更を保存して問題が完成する。こ
れが表示されない、あるいは項目数
が足りない場合、正しく認識されて
いないので、問題テキストを確認す
る
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別資料：穴埋め問題
の入力フォーマット

出典 https://wnpspt.waseda.jp/teacher/wsdmoodle/?p=1853
参考 https://docs.moodle.org/3x/ja/

次の市がある州を選択してください。
サンフランシスコ: {1:MULTICHOICE:=カリフォルニア#OK~アリゾナ#
不正解}
トゥーソン: {1:MULTICHOICE:カリフォルニア#不正解~%100%アリゾナ
#OK}
ロスアンゼルス: {1:MULTICHOICE:=カリフォルニア#OK~アリゾナ#不
正解}
フェニックス: {1:MULTICHOICE:%0%カリフォルニア#不正解~=アリゾ
ナ#OK}
フランスの首都は {2:SHORTANSWER:%100%パリ#おめでとうございま
す!~%50%マルセイユ#いいえ、それはフランスで二番目に大きい都市で
す~*#不正解フランスの首都はパリです。}
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別資料：穴埋め問題の入力フォーマット
例では、全部で5点の多肢選択式の穴埋め問題で、
• サンフランシスコとロスアンゼルスはカリフォルニアが正解
• トゥーソンとフェニックスはアリゾナが正解
• パリが満点（2点）、マルセイユが半分の点（1点）で、不正解時に「いいえ、それはフランスで二番目に大きい都市です~*#不正解 フ
ランスの首都はパリです。」のフィードバックを表示します。

出典 https://wnpspt.waseda.jp/teacher/wsdmoodle/?p=1853

• { } カッコで小問の開始、終了を表します
• ” 1 “という数値は、各小問の配点（比重）を表します。
• :SHORTANSWER: は、Cloze小問のタイプを定義します。定義は’:’で囲まれます。

• MULTICHOICE →多肢選択問題、SHORTANSWER →記述問題、NUMERICAL→数値問題などがあります。（詳し
くはhttps://wnpspt.waseda.jp/teacher/wsdmoodle/?p=1853）

• 正答の前には等号「=」をつけるか、パーセンテージ (%100%) を指定します。
• 誤答の前には何もつけないか、パーセンテージ (%0%) を指定します。
• 部分点を与える場合は、0 から 100% までの間で評点を割り当てることができます。
• 最初の答を除くすべての答は、互いに「~」（チルド）記号で分離します。
• 答えの後に、「#」記号に続けて任意のフィードバックを記入することができます。フィードバックメッセージがない場合、
「#」記号はあってもなくても関係ありません。

• 記述式の設問で、誤答に対して、「間違っています、もう一度答えてください。」のようなフィードバックを設定したい
場合、正答以外のすべての解答として「*」（アスタリスク）を使用することができます。
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小テストの作り方



方法１
1. 問題バンクに問題を作成する
2. 小テストを作成する
3. 問題バンクの問題を小テストに配置する
方法２
1. 小テストを作成する
2. 問題を作成し、小テストに追加する

作成の流れ

問題バンク
小テスト1

Moodleコース

小テスト2
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小テスト
• コース上に問題バンクから選んだ問題を出題する場所
• 期限、実施後に表示する項目、採点基準、実施回数などを
設定可能

• 小テストを実施した回数だけ、回答と点数が記録される
• 小テストを公開するまでの流れ

1. 小テストの設定を入力
2. 小テストの設定を保存して表示する
3. 小テストの編集画面へ移動する
4. 問題バンクから問題を追加する
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小テストを作成（設定画面を開く）
1. 小テストを追加したいトピックの「活動お
よびリソースを追加する」をクリック

2. 小テストをクリック
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小テストの作成
• 名称：コースに表示する小テストの名前
• 説明：小テストの説明文
• タイミング

• 小テストの開始時刻、終了時刻
• 制限時間、制限時間を過ぎた場合の各設定
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小テストの期限と制限時間
• 回答を送信せずにブラウザを閉じてしまった場合、途中までの
回答は記録される

• 制限時間、期限内であれば再度アクセスして回答を続けること
が可能

• 制限時間、期限が過ぎた場合、再度小テストにアクセスした時
点で、自動送信に設定していた場合は、回答が送信される

• 期限と制限時間では、期限の方が優先される
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小テストの作成（続き）
• 受験可能回数：学生が小テ
ストを実施できる回数

• 評定方法：どの点数を
評点として選ぶか設定

• レイアウト

• 問題内部をシャッフル
する：選択肢の順序をランダムにする

• 問題動作
• 遅延フィードバック：すべての問題を回答後に、
送信して採点する

• 即時フィードバック：学生が一問毎に回答を
チェックできる（レビューオプションの設定が必
要）
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小テストの作成（続き）
• 小テスト回答後に学生に表示する項目
の設定。チェックを入れた項目が表示
される

• 受験最中の設定は、問題の動作を即時
フィードバックにした場合のみ設定可
能

• 受験：学生の回答
• 答えの正誤：回答が正解かどうか
• 得点：この問題で得た点数
• 特定フィードバック：選択肢毎のフィー
ドバックなど

• 全般に対するフィードバック：問題で作
成した全般に対するフィードバック

• 正解：正解
• 全体フィードバック：小テストで設定し
たフィードバック 42



小テストの設定（続き）
• Safe Exam Browser

• パスワード
• 小テストを開始するためのパス
ワードの設定

• ネットワークアドレスを要求
• 特定ネットワークアドレスからの
受験のみ許可する

• ブラウザセキュリティ
• テストウィンドウでJavascriptに
よるコピー＆ペーストの禁止（有
効に働かない場合もある）
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小テストの設定（続き）
• 利用制限：

• 学生からは存在していることはわかる
が、条件を満たさないとリンクをク
リックできない

• 利用条件が満たされていない場合、その
利用制限が学生に表示される

• 利用可能な場合、利用制限は学生には表
示されない

• 教員には利用制限が常に表示される
• 活動完了：

• 資料や活動毎に、完了のマークを付け
ることができる。学生が手動でつける
か、条件で付与される

• 条件の場合：活動（課題や小テスト）
の場合は提出や点数等で定義する
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小テストの作成（続き）
1. 小テストに問題が無いため、問題が追加

されていないと画面に表示される。「小
テストを編集する」をクリック

2. 小テストで利用する問題一覧の画面が表
示される。「追加」をクリックする

3. 「問題バンクから」をクリックを選択す
ると、問題バンクにある問題の一覧が表
示されるので問題を選択し追加する

まとめて追加する場合は、チェックを
入れて「選択した問題を小テストに追
加する」をクリックする

1問ずつ追加する場合は
「＋」のアイコンをクリック
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小テストの作成
（続き）
1. 追加された問題の名前が順番に

表示される
2. 全ての問題の追加と配点を設定

を行う
3. プレビューするためにパンくず

リスト「今日の小テスト」をク
リックする

この範囲で一
つのページ

問題のプレビュー

順序を変更したい場合は、こ
のアイコンをドラッグする

このアイコンをクリックすると、
ページの分割・結合が行える

問題の再編集

問題の削除 問題の追加

問題の配点の変更
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公開後の小テストの操作



小テストの問題編集について
• 誰かが受験してしまうと、受験結果が記録され、小テストの問
題変更や、問題の変更ができなくなる

• 小テストや問題を変更したい場合は、受験結果をすべて削除し
てから編集する必要がある
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公開後の小テストの画面
• コースから小テストに入ると、小テ
ストのプレビュー（実際に受験す
る）と受験結果（評定）を確認でき
る

• 小テストの各種設定は、小テストの
名前の右にある歯車のアイコンをク
リックして開くメニューから選択す
る

小テストの設定を
再編集する

小テストの問題を
再編集する

小テストをプレ
ビューする

全ての受験結果の
点数を見る

全ての受験結果の
解答を見る

問題バンクに移動
する
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評定の画面
• 受験件数をクリックすると、結果
の一覧が表示される

• 選択にチェックを入れると、
再評定や削除の操作ができる

• 再評定は、小テスト実施後に正解
を変更した場合に行う
（通常は不要）

• 削除は受験結果を削除したい場合
に行う

評定の点数に採用されている
点数が青く表示される 50



解答と点数の保存
• 小テストの全解答を保存する手順

• 小テストのページに入る
• 右側の歯車のアイコンをクリックする
• 解答を選択
• 「テーブルデータをダウンロードする」
の項目で、フォーマットを選んで「ダウ
ンロード」をクリック

• 小テストの点数を保存する手順
• 小テストのページに入る
• 受験件数をクリックする
• 「テーブルデータをダウンロードする」
の項目で、フォーマットを選んで「ダウ
ンロード」をクリック
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関連機能



活動完了と利用制限
• 活動完了：資料や活動毎に、完了の
マークを付けることができる。完了
フラグは学生が手動でつけるか、条
件で付与される

• 利用制限：学生からは存在している
ことはわかるが、条件を満たさない
とリンクをクリックできない

• 利用条件が満たされていない場合、利
用制限が学生に表示される

• 利用可能な場合、利用制限は学生には
表示されない

• 教員には利用制限が常に表示される

• 条件をみたすか、外れるかを設定

• 日時（開始、終了）
• 完了マーク
• 活動の点数
• 学生のプロファイル

• 複数条件の組み合わせ
• 全ての条件、どれかの条件で指定
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活動完了と利用制限の設定
• 活動完了と利用制限は、各項目の編集画面で設定可能

それぞれをクリックして
設定項目を開く
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活動完了の設定画面

ファイル資料はこの条件のみ

小テストの点数を条件にする場合は、
事前に小テストの設定で合格点を定義
する必要がある

点数を条件にする場合は、ここをチェッ
クする。課題や手動評定が必要な小テス
トは、教師が評定しなければ完了しない
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利用制限の設定
• 制限を追加するをクリック
• どの制限を指定するか選ぶ
• 条件を入力する

制限を削除したい時は、
×をクリック

複数条件を設定する時は、
制限を追加するをクリック

利用制限の点数の条件は、小テスト、
課題の活動完了の設定は不要
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活動完了と利用制限を組み合わせると
• 学生の資料を見る順番を指定する

• 1番の資料の活動完了を、2番の資料の利用制限に設定…以下同様に
• 特定の時間で資料が表示される（非表示になる）

• 開始時刻、終了時刻を設定
• 小テストで指定された点数が出なければ、解説の資料が開かない

• 小テストの点数を、解説資料の利用制限とする
• 学生番号で実施するテストを分ける

• プロファイルフィールドでIDナンバーの末尾を条件に指定
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問題の作り方
ドラッグ＆ドロップ



ドラッグ＆ドロップ（テキスト）
• 問題文の空欄にテキストをドラッ
グ＆ドロップして回答する問題

• 解答の語群については、複数回使
用や正答でない語も設定可能

• 語群があまりに多いと表示が重く
なる
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ドラッグ＆ドロップ（テキスト）の作成
1. 問題バンクに移動
2. 「新しい問題を作成する」をクリック
3. 「ドラッグ＆ドロップテキスト」にチェックを入れて「追加」
をクリック

4. 問題名、問題テキスト、語群を作成する
5. 「変更を保存する」をクリックして終了
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ドラッグ＆ドロップ（テキスト）の空欄
• 問題文中に [[番号]] を入れることで、空欄が作成される

• 記述例：この現象は[[1]]であり[[2]]の条件で…
• 表示：この現象は であり の条件で…

• 解答の作成
• 文中の番号に対応した番号の選択肢に
正解を入力する

• 文中に番号が無い場合、そのテキストは
何処に入れても不正解となる

• 無制限にチェックを入れると、そのテキ
ストは何度でも空欄にドロップできる

• グループを設定すると語群をグループで分ける事ができる
• グループの異なる空欄には、テキストをドロップできない
• シャッフルにチェックすると、語群の順序がランダムになる
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